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日

本
経
済
政
策
拳
骨
第
二

十

同
大

合

｢

現

代
日

本
経
済
に

お

け

る

国
家
の

役
割
+

を

共
通
論
題
と

し

て

掲
げ

た

日

本

経
済
政
策
草
食
第
二

十
同
大
合
は

､

五

月
二

十
八

･

九
の

両
日

に

わ
た
っ

て
､

日

本
大

草
で

開
か

れ

た
｡

最
初
に

､

絶
論
的
に

｢

国
家
の

役
割
+

を

検
討
す
べ

く
､

慶
應
大
学
の

気
賀
健
三

氏
が

｢

現

代
の

日

本
経
済
に

お

け

る

国
家
の

役
割
+

と

題
し

て

報
告
さ

れ

た
｡

国
家
の

役
割
は

民

主
主
義
的
国
家
に

お

け

る

政
府
の

役
割

と

し
て

把
握
さ

れ
､

政
府
の

任
務
と

目

的
と

を

検

討
し

､

結
論

と

し

て

｢

市
場
経
済
的
+

生
産
力
の

増
大

､

雇
用
問
題
の

解
決

､

杜
合
保
障
に

よ

る

貧
困
の

追
放
が

､

現
在
の

政
府
の

課
題
で

あ
る

こ

と

が

述
べ

ら

れ

た
｡

経
済
圭
髄
の

多
く
が

短
期
的
な

眼

前
の

問
題
に

忙
殺
さ

れ

る

の

に

反
し

て
､

長
期
的
な

経
済
計
量
を

立
案
し

検
討
す
る
の

は

国
家
の

役
割
で

あ

ろ

う
｡

一

橋
大
学
の

堕

野

谷

祐
一

氏
は

｢

わ
が

国
長
期
経
済
計
蓋
の

問
題

鮎
+

と

し

て
､

今
後
二

十
年
間
に

わ

が

国

経
済
に

生

ず
る

問
題
鮎
を

検
討

さ

れ

た
｡

特
に

二

十

年
後
に

は

労
働
力
成

長
率
が

急
激
に

低
下
し
て

､

完

全
雇
用

､

二

重

構
造
の

解
滑
が

必

然
的
に

茸
現
す
る

｡

問
題
は

そ
の

間
に

あ
っ

て
､

産
業
構
造
政

策
を

ど
の

よ

う
に

策
定
し

て

ゆ

く

か

に

あ
る

｡

現

在
に

お
い

て

は

最
適
資
源
配
分
基
準
に

よ

る

こ

と

な

く
､

非
近
代
的
部
門

を

利
用
し
て

､

近
代
的

部
門
の

一

層
の

蜃
展

､

す
な

わ

ち
､

重

牝

準
工

業

化
を

は
か

る

ぺ

き

で

あ

る

と
の

意
見
が

述
べ

ら
れ

た
｡

｢

経
済
成
長
と

景
気
欒
動
と

の

関
係
に

お

け
る

国
家
の

役
割
+

は
､

大

阪
市
大
の

吉
田

義
三

氏
に

ょ
っ

て

報
告
さ

れ

た
｡

.
日

本
経
済
の

高
い

成
長

率
の

ポ

テ
ン

シ

ア

リ

テ

ィ

を

考
察
す
る

場
合
に

､

こ

れ

ま
で

は

常
に

｢

純
+

投
資
で

考
え

ら

れ

て

い

る
が

､

リ
プ
レ

イ
ス

メ

ン

ト

と

し
て

問
題
を

把
握

す
べ

き
で

あ

る
｡

リ

プ

レ

イ
ス

メ

ン

ト

も

資
質
貸
金
の

上

昇
も

､

マ

ー

ケ

ッ

ト
･

フ

ォ

ー

ス

に

よ
っ

て

機
能
さ

れ

な
い

場
合
に

､

政

策
の

必

要
な

こ

と
が

主
張
さ

れ

た
｡

不

況
期
に

あ
っ

て

は
､

賃
金
下

落
の

タ

イ
ム

‥
フ

ツ

グ
が

技
術
革
新
の

促
進

的
要

因
と

な
る

が
､

現
在
で

は

不

況
期
に

あ
っ

て

も

慣
蒋
が

低
下

せ

ず
､

労
働
節
約
的
技
術
革
新
が

阻
止

さ

れ

て

い

る

と
さ

れ

る

の

で

あ
る

｡

｢

産
業
構
造
の

欒
化
と

国
家
の

層
割
+

に

つ

い

て

は
､

企
業
集
中
の

問

題
を

中
心

と

し
て

､

大
阪
市
大
の

上

林

貞
治
郎

､

儀
俄
社

一

郎
の

両

氏
に

ょ
っ

て
､

儀
俄
氏
か

ら

報
告
が

な

さ

れ

た
｡

日

本
の

猫
占
慣
を

世
界
経
済

に

お

け

る

濁
占
燈
と

比

較
し

て
､

こ

れ

を

中
小

企

業

的
で

あ

る

と

み

な

し
､

財
閥
解
髄
が

日

本
の

濁
占
債
に

と
っ

て

不

利
で

あ
っ

て
､

ア

メ

リ

カ

の

濁
占
慣
に

は

有
利
で

あ
っ

た

こ

と
､

解
慣
の

方

針
が

商
事
部
門
に

厳
し

く

金
融
部
門
に

綬
や

か

で

あ
っ

た

鮎
が

指
摘
さ

れ
､

さ

ら
.に

､

日

本
の

濁

占
債
と

ア

メ

リ

カ

の

濁
占
膿
と
の

結
び

つ

き
が

､

技
術
提
携
の

形
で

行
な

わ
れ

て

い

る
こ

と

が

報
告
さ

れ

た
｡

｢

雇
用
問
題
と

国

家
の

役
割
+

は
､

日

本
女
子
大
学
の

枚
尾
均
氏
か

ら

報
告
さ

れ
､

戦
後
日

本
の

雇
用

問
題
に

お

け
る

資
本
の

自
己

矛
盾
を

｢

雇

用
政
策
の

側
に

お

け

る

失
業
政

策
化

､

失
業
政
策
の

側
に

お

け

る

雇
用
政

策
化
+

の

照
應
と
し

て

指
摘
さ

れ
､

失

封
事
業
の

就
努
資
格
の

強

化
､

失
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業
保
険
の

給
付

條
件
の

厳
格
化
な
ど

､

雇
用
の

近

代
化
と

と

も
に

労
働
者

に

封
す
る

制
約
が

強
化
さ
れ

､

有
効
な

雇
用
増

大
政
策
は

行
な

わ
れ

な
か

っ

た
こ

と

が

報
告
さ

れ

た
｡

｢

国
家
の

役
割
を

具
饅
的
な

貿
易
政
策
の

果
し

た

役
割
+

に

印
し
て

検

討
し
､

神
戸
大
の

藤
井
茂
氏
が

｢

経
済
成
長
と

国
際
貿
易
に

お

け

る

国
家

の

役
割
+

と

超
し
て

報
告
さ

れ

た
｡

戦
後
日

本
経
済
の

成
長
過

程
を

､

昭

和
三

十
一

年
上

期
頃
を

境
と

し

て
､

復
興
期
と

尊

慮

期
の

二

局

面
に

分

け
､

前
者
の

基
本
的
様
相
と

供
給
力
不

足

-
需
要
超
過

(

イ
ン

フ

レ

基

調
)

､

後
者
の

そ
れ

を

供
給
力
超
過
(

デ
フ

レ

基

調
)

と

し

て

捉

え
､

基

調
の

樽
換
に

應
じ
て

政
策
指
向

重

鮎
が

襲
わ

り
､

貿
易
の

自
由
化
が

問
題

と

さ

れ
る

ゆ

え

ん
を

明
ら
か

に

さ

れ

た
｡

白
由
論
題
は
三

つ

の

分
科
曾
に

分
れ
て

報
告
さ

れ

る

と
い

う
盛
況
で

あ

り
､

こ

の

う
ち

｢

現
代
混
合
鰹
制
に

お

け
る

国
家
の

役
割
+

一

橋
大

､

坂

本
二

郎
氏

､

｢

国
家
と

経
済
+

関
東
学
院
大

､

大
門

一

樹
氏

､

｢

国
家
意
志

と

国
家
権
力
の

関
係
+

立
教
大
草

､

西
山
司
氏
の

報
告
は

､

共
通
論
題
と

関
係
を

も
つ

も
の

で

あ
っ

た
｡

そ
の

他
の

自
由
論
題
に

は

｢

ハ

ム

バ

ー

グ

の

経
済
成
長
理

論
に

つ

い

て
+

日

本
大
学

､

近
江

谷

幸
一

氏
､

｢

中
小

企

業
に

お

け

る

設
備
投
資
効
果
+

東
海
大

学
､

吉
澤
柴
頼
氏

､

｢

資
本
蓄
積
と

中
小

企
業

-
戦
後
過
程
に

つ

い

て

の

若
干
の

分
析
+

､

群
馬
大
学

､

藍

原

豊
作
氏

､

｢

経
済
政
策
と

社
食
過
程
+

静
岡
薬
科
大

寧
､

久
米
収
氏

､

｢

わ

が

主
要
貿
易
港
餞

展
形
態
の

分
析

-
名
古
屋

･

四

日

市
南
港
を

中
心

と

し
て

1
+

愛
知
寧
重
大

､

松
浦
茂
治
氏
の

諸
報
告
が

な

さ

れ

た
｡

共
通
論
題
に

関
す
る

総
括
討
論
は

､

報
告
者
の

他
に

､

討

論
参
加
者
と

し
て

明
治
大
学
赤
絵

要
氏

､

東
京
女
子

大
草
伊
藤
善
市
民

､

名
古
屋
大
学

L

√

､ ナ
主

北
川

一

雄
氏

､

専
修
大
草
小

林
義
雄
氏

､

慶
應
大
畢
伊
東
岱
吉
氏

､

さ

ら

4 0
〔

J

に
､

各
報
告
の

さ

い

の

座
長
圏

､

神
奈
川
大
草
大
熊
信
行
氏

､

名

古
屋
大

草
酒

井
正

三

郎
氏

､

日

本
大
草
迫
間
眞
次

郎
氏

､

京
都
大
学
静
田

均
氏

､

中
央
大
草
商

売
三

郎
氏

､

一

橋
大
学
板
垣

輿
一

氏
を

加
え

て
､

板
垣

氏
が

座
長
と

な

り
､

第
二

日
の

午
後

一

時
牛
よ

り

七

時
に

至
る

ま
で

熱
心

に

行

な
わ

れ

た
｡

は

じ

め

に

各
座
長
よ

り
､

各
報
告
の

問
題
鮎
と

質
問
の

要
旨
に

つ

い

て

簡
潔
な

説
明
が

あ

り
､

つ

づ

い

て

報
告
者
の

答
梓

､

討
論
参
加
者
の

再
度

の

質
問
お

よ

び

意
見
が

述
べ

ら
れ

､

板
垣

氏
よ

り

全

報
告
に

つ

い

て

問
題

鮎
の

関
連
に

つ

い

て

説
明

的
な

要
約
が

な
さ

れ

て
､

一

般
的
な

討
論
に

入

っ

た
｡

こ

こ

で

は

個
々

の

報
告
に

関
す
る

討
論
の

要
鮎
に

は

鯖
れ

る

徐
裕
が

な

い

の

で
､

絶
括
討
論
に

お
い

て

取
上

げ

ら
れ

た

問
題
に

の

み

言
及
す
る

こ

と
に

し
た

い
｡

第
一

の

問
題
鮎
は

､

経
済
政
策
の

圭
燈
と

し

て

の

国
家
の

･

本

質
を

論
ず
る

ぺ

き

で

な
い

か

と
い

う
赤
松
氏
他
の

批
判

､

第
二
の

問
題

鮎
は

､

,
長
期
的
に

み

て

二

重

経
済
構
造
が

解
滑
す
る

と
い

う
と

き
､

そ
の

具
倍
的
な

解
滑
の

過
程
如
何
と
い

う
伊
東
氏
の

問
題
掟
起
が

あ

り
､

こ

れ

に

関
し
て

小

林
氏
が

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

解
滑
過
程
の

歴
史
的
事
案
と

､

わ

が

国
の

場
合
に

お

け

る

農
業
努
働
力
の

動
向

と

を

封

照
し

て

指

摘
さ

れ
､

経
済
企
童
靡
大
束
佐
武
郎
氏
か

ら

農
業
の

近
代
化
の

進
展
に

つ

い

て

の

指
摘
が

な

さ

れ

た
｡

国
家
の

本

質
に

闇
す
る

問
題
に

つ

い

て

は
､

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

的
封
立

が

慎
重
に

回
避
さ

れ
､

二

重

構
造
の

解
滑
過
程
に

つ

い

て

も
､

非
近
代
的
部

門
を

利
用
し

て

重
化
学
工

業
化
を

推
進
す
る

か
､

あ

る

い

は
､

国
際
的
濁



ヰ

J

t l

占

資
本
の

政
策
郎
国
家
の

政

策
と

し
て

､

階
級
的
に

反
濁
占
政

策
を

有
効

に

す
る

方
途
を

と
る

か

と
い

う
よ

う
な

､

イ

デ
ロ

オ

ギ

ー

的
要
素
も

討
論

の

背
後
に

感
得
さ

れ

た
｡

個
別
報
告
と

そ

れ

を

め

ぐ
る

質
疑
の

要
約
説
明

に

時
間
が

か

か

り

す
ぎ
て

､

こ

れ

か

ら

括
最
な

討
論
と
い

う
時
に

､

時
間

切

れ
に

な
っ

た

感
が

あ
っ

た
｡

現
代
日

本
経
済
の

螢
展
段
階
の

規
定

､

あ
る

い

は

現

状

把
握

あ

る

い

は
､

そ
の

仮
設
的
前
提
は

明

確
に

な

芭

れ

ず
､

結
局

､

個
別
的
な

政
策
問

題
の

討
議
に

経
っ

た

と
の

批
評
も

聞
か

れ

な

く

は

な
か

っ

た
が

､

熱
心

な

報
告
と

討
議

､

さ

ら
に

懇
切

な

問
題
整
理

に

よ
っ

て

今

後
の

討
論
の

基
盤

が

確
立

さ

れ

た

と
い

与
意
味
で

､

学
舎
の

饅

展
を

約
束
す
る

も

の

と

言
え

よ
>

つ
○

第
一

日
の

夕
刻
に

撃
土

合
館
で

､

盛
大
に

し

て

和
や

か

な

懇
親
曾
が

開

か

れ
､

合
貝
六
二

二

人
､

国
債

骨
貞

一

二

人
を

擁
す
る

学

舎
と

し
て

､

は

か

ら

ず

旦
一

十
周
年
を

祝
う

合
と

な
っ

た
｡

第
二

日

は

午
後
七

時
近
く

ま

で

退

席
者
も

は

と

ん
ど

な
い

熱
心

さ

で

討
論
が
つ

づ

け
ら

れ
､

代
表
理

事

山
中
篤
太

郎
氏

､

準
備
委
貝
長

加
田

哲
二

氏
の

挨

拶
を

最
後
に

､

第
二

十

同
大
曾
は

幕
を

閉
じ
た

｡

(

一

九
六

〇

二
ハ

･

こ

(

磯

部

浩
一

)
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